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千曲川の小牧橋上流に建設中の、北陸新幹線『第2

千曲川橋り ょう』は、建設工事も急ピッチで進み、堂々

とした勇姿を現してきました。

この 『第2千曲川橋りょう』は、延長270m、幅12・
8m。真ん中に、 1おさ65メートル (水面からは約80メー
トノレ)の主塔が立ち、その両側に11..$:のケープルを斜

めに張る斜長橋で、コンクリート鉄道橋としては国内

M長となります。

主
塔
最
上
部
か

また、周辺の~]]:観も考醸し、 l曲線をふんだんに取り
入れた構造で、上田市の新たなシンボルとして大いに

J関待されています。
工事の足場が架かった主塔の最上部からは、市街地

が一望でき、平成9年の開業に向けて着々と進む、新

幹線建設工事の犠子が手にとるようにわかります。

現在、『第2千曲川橋りょうJの工事は最終段階に
入っており、今年の夏には完成の予定です。
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税務課
-自治会との連絡調整

-寄附募集の許可

-市・ 県民税、固定資産税、都市計画 -出産育児一時金や葬祭費の受け付け

税などの賦諜

-税務証明
生活環境課

収税課
-交通災害共済

-法律相談、市民相談、消費生活相談・

-市税などの納税 環境保全や公害の苦情処理

-納税証明 -飼い犬の登録

-合併処理浄化槽、生ごみたい肥化容

市民課
器の補助金の受け付け

-住民票、戸籍、印鑑登録
国保年金課

-外国人登録

は、 5月1日;から市の組織
されることに伴って、

日から庁舎内の配置が変わり

今後も引き続き、市民の皆

視点に立った行政サービス

まざまな行政課題に積極的

り組んでいきます。ここでは

新しい配置と、各課の業務

についてご覧ください(組織

4月16日号で

八十ニ銀行上田市役所出掻所

-国民健康保険、国民年金

-人間ドック補助金

-老人保健事業

会計課

-市の出納事務と決算

水道局業務課

-水道の使用開始、休止などの受け付

1;-
-水道の故障、漏水などの受け付け

-水道使用料金
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-E守雇当回目諸国・・・E・E・- よ困地区土地改良区合同筆務所

農村整備諜

農政部長室

員会夢務局

上田市森林組合

管理課

建股部長室

農林課 農村整備課 管理課
-農業、林業の振興 -農村の活性化対策事業 -道路、橋梁、河川の管理
-水田利用再編対策 -農業構造改普事業 -道路、水路の占用許可や占用料
-農産物の病害虫の防除や家畜の防疫 -道路や水路の境界篠認
衛生

下水道課
-市道路線の認定、変更、廃止

-林道の整備 -道路証明事務

-公共下水道事業

土地改良課
-特定環境保全公共下水道事業

交通対策課-農業集落排水事業

-土地改良事業の調査や計画 -交通安全対策
-土地改良資金

土木諜
-放置自転車対策

.Cl道や水路などの幣備 -同道バイパスの建設促進
-農業用水路の占用のg許可 -道路、橋梁、河川の建設や維持補修 -上信越自動市道、北|砲新幹線の雄投

-市民要望の応急処理 促進

-路面清婦や凍結防止剤の配布

.屍置童話~ヨ臼・・・・・・・・・・・・・

政策推進部長室

第1応後室

助役室

市長室

秘書課

第2応援蜜

総務祭

企画課

企画課
・基本綾想、総合計商の策定

・広域行政、各市町村計画との調整

.情報化の推進

-女性政策

-広報の作成

・陳情書、要望書などの処理

.褒章および表彰

.国際交旅
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「
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総務課

・職員の給与、勤務時間、採用

・行政手続法にかかわる助言、指導・

・文書の管理



-展事畜当E・u坦・・・・・・・・・・・

商工観光部長室

街区掻興課

管財課

・市有財産の管理、登記

・庁舎、庁用車の管理

・工事請負、物品、印刷の入札、契約・

入札参加業者の登録

商工課

・商工業の振興

・商工相談、中小企業などの資金融資・

商工業団体の指導育成

・計量器の検査

・労働者福祉、勤労者生活金融資

・工場の誘致、工業団地の整備

街区振興課

・商庖街の振興事業

電信交換室

観光課

・観光宣伝、観光施設整備

・物産品の宣伝、普及

・国際会議観光都市

都市計画課

・都市計画の計画策定、調査

・都市計画街路事業

商工際

・土地開発公社、産業開発公社との辿

絡調整

・用地にかかわる情報の収集 ・提供

市街地整備課

・上回駅周辺整備事業

.市街地再開発事業

・土地区画整理事業

.出~副首諸国・・・・・・・・・・・・・・・

臓員労働組合

水道局工務課

・水道工事の申し込み

.漏水調査

・水源、浄水場、配水池などの整備

印刷室

水道労働組合

公園緑地課

・公園の整備、管理

・遊歩道、街路樹などの整備、管理

・都市緑化の推進

建築指導課

・建築確認、挫築指導

・市の建築工事の設計、監理

・市営住宅の入居手続、住宅相談

・景観行政

.屋外広告物

監査委員事務局

・市の監査

水道局工務課
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保育蝶

福祉課

健康推進課

会議室

健康推進課
・各相検診事業

-各開予防接種事業

.乳幼児検診事業

・入浴サービス、デイサービスセンター

の利用の申し込み

・ひとり暮らし老人や寝たきり老人へ

の各報サービス事業

・痴ほう性老人福祉事業

・老人クラブへの助成、援助

福祉課

・身体障害者、精神禅弱者への援助 ・

特別障害者手当

-生活保護の手続き

・母子・父子家庭、乳幼児などの医療

費の助成

・児童扶養手当などの受給手続

-身体障害者手帳、療行手帳の交付

.老人ホームへの入所手続

育
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人権同和対策課

・同和対策事業

-人権意識の啓発

・平和行政

-E完扇藍ヨ....陸軍・・・・・・・・・・・・・・・・

検診察

-E完面長ヨlCl臼・・・・・・・・・・・・・・・ 選挙管理委員会事務局

-E謂耐震連盟仕-・E・-

wc パンチ室

選挙管理委員会事務局
.各種選挙の執行管理

.選挙人名簿

・直接請求
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室
賀
川
(
古
称
・
氷
沢
川
)
に
大
手
橋
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
目
立
た
な
い
小
さ
な
橋
で
す

が
、
城
の
表
門
を
指
す
「
大
手
」
が
橋
の
名
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
に
お
城
が
あ
る
の

か
と
思
わ
ず
あ
た
り
を
見
回
す
人
も
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

そ
の
橋
を
渡
っ
て
少
し
行
き
ま
す
と
、
原
組

公
民
館
の
と
こ
ろ
に
室
賀
氏
屋
敷
跡
原
畑
域
と

記
さ
れ
た
標
識
が
立
っ
て
い
ま
す
。
室
賀
氏
は

室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
有
力
な

土
豪
で
し
た
が
、
そ
の
居
館
(
城
〉
の
大
手
に

あ
た
る
場
所
が
先
ほ
ど
の
大
手
橋
付
近
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
橋
の
名
は
上
室

賀
の
古
い
歴
史
を
物
語
っ
て
い
た
の
で
す
。

室
賀
氏
居
館
跡
付
近
か
ら
は
下
洞
山
が
眺
め

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
尾
根
筋
に
笹
洞
城
跡
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
城
は
戦
国
時
代
以
前
の
古
い
山

城
と
見
ら
れ
て
お
り
、
居
館
と
笹
洞
城
と
を
総

称
し
て
室
賀
城
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
地

域
は
北
信
地
方
へ
の
交
通
の
要
所
で
も
あ
り
、 よ室賀・原組の周辺(写真上)。室賀川にかかる大手橋(写真下)

ふゆとともだちにな勺て
ぜかいじゅうの人にあいたいな

[6 J 
/ア

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
ち
ょ
う

ど
1
0
0
0
目
。
こ
こ
上
小
地
域
で
も
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
歓
迎
す
る

「上
小
ご
り
ん
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
羽
」
を
開
き
ま
す
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
「
幻
世
紀
へ
の
か
け
橋
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
創
世
紀
の
主
役
と
な
る
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
焦
点
を
当
て
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
、
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
月
M
日
間
午
前
日
時
印
分
i
午
後

3
時
加
分

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館

マ
主

催

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
冬
季
大
会
上
小
地
域
推
進
協
議
会

マ
内
容

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
②

「
セ
ー
ラ
ー
ム

l
ン
ス
ー
パ
ー
ズ
シ
ョ

l

&
声



「兵庫県南部地震j救援募金
募金をお寄せいただいた皆様ハ

そ
こ
に
本
拠
を
構
え
る
室
賀
氏
の
存
在
は
大
き

か
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

室
賀
氏
と
真
田
氏
と
の
聞
に
は
対
立
抗
争
が

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

叫
長
野
県

町
村
誌
』
に
よ
り
ま
す
と
上
回
築
城
の
祝
い
に

は
上
室
賀
の
三
頭
獅
子
が
舞
っ
た
と
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
真
田
安
房
守
昌
幸
、
上
田
松
尾
城
を
新
築
し
、

天
正
十
四
年
に
至
り
全
く
落
成
す
。
本
村
に
て

三
頭
獅
子
笹
舞
を
催
し
、
上
回
域
内
広
庭
に
於

い
て
舞
ふ
、
昌
幸
地
固
め
の
吉
兆
な
り
と
大
い

に
喜
悦
す
」

こ
の
記
事
が
ど
の
よ
う
な
史
料
に
よ
る
も
の

このたび、 「兵庫県南部地震J救援募金を 1月20日から実

施したところ、市民や自治会、企業、各種団体の皆様から多

くの募金をお寄せいただき、誠にありがとうございました。

お寄せいただいた募金は、 2回に分けて今回の地震で災害

救助法が適用された兵庫県下・大阪府下の15市 (兵庫県…神

戸市・尼崎市・明石市・西宮市・洲本市・芦屋市・伊丹市・

宝塚市・三木市・川西市、大阪府…豊中市・大阪市・吹田市

・箕面市・池田市〉に送金させていただきました。

今回の地震により、 5.500人余のかたがお亡くなりになり、

いまだに多くのかたが避難所暮らしを強いられておりますが、

募金に託された皆様の温かいお気持ちは、被災者の皆さんに

じゅうぶん届 くものと存じます。

送金先の市からの礼状が上田市に届いていることをご報告

するとともに、あらためて、皆様の募金に対するご協力に心

から感謝申し上ます。

被災した15市への送金額は次のとおりです。

送金額合計…...・H ・..…48，654，821円

か
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
十
四
年

に
上
室
賀
戸
長
か
ら
長
野
県
令
(
県
の
長
官
)

に
報
告
し
た
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

確
実
な
証
拠
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
も
う
い
ち
ど
大
手
橋
に
も
ど
り
ま
す

と
、
す
ぐ
近
く
の
場
所
に
平
成
二
年
に
湧
き
出

た
温
泉
が
あ
り
、
配
湯
ス
タ
ン
ド
に
は
お
湯
を

扱
み
に
来
る
車
も
見
ら
れ
ま
す
。
湯
温
約
五
十

度
、
単
純
硫
黄
泉
と
の
こ
と
で
す
。
周
囲
を
小

高
い
山
々
に
か
こ
ま
れ
た
上
室
賀
の
里
一
の
湯
煙

が

印

象

的

で

す

。

(

平
野
勝
重
)

12，290，915円

4，234，405円

32，129，501円

[内訳]

直接市役所に持参いただいた分

募金箱に入れていただいた分等

自治会連合会から託された分

このほか、日本赤十字社上田市地区に寄せられた義援金

は、日本赤十字社長野県支部を通じ、現地の兵庫県南部地

震災害義援金募集委員会へ送金いたしました。

日本赤十字社分...・H ・"5，895，731円

( 1月18日から 4月17日までの受け付け分)

なお、日本赤十字社では当分の問、引き続き義援金を受

け付けています。

マ問い合わせ 日本赤十字社上田市地区(福祉課内・内線

1 6 0 6) 

優
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ト
l
ク
」
③

「
セ
ー
ラ
ー

マ
1
ズ
・
セ
ー
ラ
ー
ビ
ー
ナ
ス
の
声
優
さ
ん
が

来
る
よ
!
」
④
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
」

O
×
ク
イ
ズ
で
優
秀
者
に
は
賞
品
進

呈
⑤
現
役
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

・
神
津
正
昭

さ
ん
(
真
田
町
出
身
)
も
出
演
⑥
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
グ
ッ
ズ
や
サ
イ
ン
入
り
C
D
が
当
た
る

「
大

抽
選
会
」
な
ど

マ
そ
の
他
入
場
は
無
料
。
駐
車
場
は
市
役
所
、

教
育
委
員
会
・
櫓
下
な
ど
(
市
民
会
館
は
不
可
)

※
小
中
学
生
に
よ
る
矩
火
り
レ
1
は
、
午
前
叩

時
却
分
に
上
田
駅
を
出
発
し
、
松
尾
町
を
経
由

し
て
市
役
所
ま
で
の
コ
ー
ス
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
体
育
課
(内
線
5
1
5
1
)

「上田城の歴史的景観の保持lこj

潰村さんが土地を寄付
「上回城の歴史的景観

保持のために使ってくだ

さし、」と、演村一彦さん

(新町)から、上回城西

櫓に近い土地567平方メ
ートルをご寄付いただき

ました。 3月31EIには、

竹下市長から演村さんに

感謝状が贈呈されました。
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情報

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
/

創
造
館
5
月
の
催
し

••• 
副
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

「春
の
星
空
と
め
ぐ
み
の
母
太
陽
」

マ
と
き

5
月

3
日
附
1

7
日
間

(
午
前
日
時

1
・
午
後
l
時
加
分

1
・

3
時

i
、
た
だ
し

6
U
は
午
後
の

2

同
の
み
)
マ
入
場
料

小
中
学
生
:
・

無
料
、
高
校
大
学
生
:
・
2
0
0
円、

一
般
:
・
2
5
0
円

-
親
子
映
画
会

マ
と
き

5
月
3
日
附
・

4
日
附

(
午
前
日
時

1
・
午
後
2
時
加
分
j
)

マ
上
映
作
品

「
オ
ズ
の
魔
法
使

い

」

マ

参

加

費

無

料

マ

定

員

各
回
印
名
(
先
着
順
)

-
第
2
土
曜
日
科
学
実
験
室
開
放
の

催
し

『鉱
物
の
種
類
と
っ
く
り
』

マ
と
き

5
M
A
U
円

ω午
前
叩
時

1

午
後
3
時

マ

対

象

小

中

学

生

マ
そ
の
他

正
午
ま
で
質
問
コ
ー
ナ
ー

を

設

置

マ

参
加
費

無
料

-
星
空
観
望
会

マ
と
き

5
月
初
日
出
午
後
7
時

初
分
1

9
時

(
7時
加
分
ま
で
に
集

合

)

マ

参

加

費

無

料

マ

そ

の

他

雨
天
・
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
説
明
。
小
中
学
生
以
下
の
人

は
保
護
者
同
伴
で
来
場
く
だ
さ
い
。

・
上
回
創
造
館
開
館
叩
周
年
記
念

「第
7
団
長
野
県
農
民
美
術
作
品
展
』

マ
と
き

5
月

8
日
開

i
m
日
帥

午
前
9
時

i
午
後
4
時
叩
分
(
最
終

日
は
午
後
4
時
)
マ
入
場
料

無
料

お
産
の
不
安
を
和
ら

げ
る
「
母
親
学
級
」
ヘ

••• 
お
産
に
対
す
る
不
安
や
疑
問
を
少

し
で
も
和
ら
げ
、
安
心
し
て
丈
夫
な

赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て
て
い
く
た
め

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

が
母
親
学
級
で
す
。
予
約
は
不
要
で

す。

直
接
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
妊
娠
中
の
人

(
出
産
予
定

-母親学級の日程と内容

回 日 内 H骨h 

5月17日bM1妊側娠、中母の手生L栄活養、の出良産さ準I

2 5月24日附 安産のために、妊婦体[操、呼吸法

3 5月31日附 丈夫な歯をつくるため|に、妊娠中の栄養

4 6月7日嗣 産じよく体操、おふろ|
の入れ方 l 

5 6月14日制 育児について

日
・:
平
成
7
年

U
月
ま
で
の
人
)

マ
と
こ
ろ

塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

(本
郷
5
5
5
1
1
8
@
3
1
4
9〉

マ
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
・
軍

記

用

具

マ

費
用

無

料

マ

問

い

合
わ
せ
塩
田
支
所
(
宮
⑮
3
0
0

0
)
 「

国
立
東
信
病
院
」
で

や
さ
し
い
看
護
教
室

米跨聞は午後1時30分-4跨 ••• 
5
月
四
日
は
近
代
看
護
の
創
始
煮

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
生
誕
目
。
こ
れ

に
什
わ
せ
介
護
教
室
を
聞
き
ま
す
。

マ
と
き

5
月
日
目
附
午
後

2
時

1

3
時

初

分

マ

と
こ
ろ

国
立
東

信
病
院
2
階

会

議

室

マ
内
容

『
あ
な
た
も
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
、

排
せ
つ
の
お
世
話
』
マ
拳
加
費

無

料

マ

持

ち

物

抵

担

肘

具

マ

そ
の
他
お
世
話
の
さ
れ
庁
も
練
習

し
ま
す
。
身
軽
な
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
男
性
や
若
い
か
た
も
ど
う

ぞ

。

マ

問

い
合
わ
せ

国
立
東
信

病
院
〈
宮
⑫
1
8
9
0
・
内
線
2
0
3〉

-4
園
…不明広引いぶんが，一

一圏一
年
都
説
日
一

一圏一
'
江
主
再

マ
ほ
札
瓶
保
存
ケ
ー
ス

8
0
0円

マ
ベ
ビ
l
ラ
γ
ク

3
0
0
0円

マ
官
話
機
〈
留
守
録
t
円
な
し
)
無
料

マ
食
器
棚
無
料
マ
応
援
用
い
す

(
一
人
掛
け
2
脚

)
5
0
0
0円

マ
学
習
机
無
料
マ
ぶ
ら
下
が
り
健

康

総

線

料

マ

ス

1
ツ
〈

7
1
9
号
)

3
0
0
0刊
マ
ワ
ン
ピ
ー
ス

(
9

1
日
号
)
3
0
0
0円
マ
衣
装
缶

3
0
0円
マ
つ
っ
ぱ
り
棚

5
0

0
円
マ
学
習
教
材

(
4
1
6歳
用
と

1
年
生
用
)
5
0
0円
マ
セ
ミ
ダ

ブ
ル
マ
ッ
ト
レ
ス
無
料
マ
布
団
綿

織

料

マ

2
年

み

そ

無

料

マ

屯

丸

オ

ル

ガ

ン

無

料
1
2
0
0
0円

マ
錦
除
機
マ
電
子
レ
ン
ジ
マ
窓

周
エ
ア
コ
ン
マ
印
∞
ス
ク
ー
タ
ー

マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
マ
下
ど
も

m2段
ベ
ッ
ド
マ
本
棚
マ
桜
殿
た

ん
す
マ
洋
服
た
ん
す
マ
点
球
ム
ロ

マ
和
裁
用
裁
ち
台
マ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

カ
l

V
カ
ー
テ
ン
マ
男
子
運
動
着

(第

一
中
学
校
周
〉
マ
子
ど
も
用
手

押
し
市
中
マ
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
マ

ベ
ル
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー

w
m
A
6
月
1
日
か
ら
不
用
品
の
登
録
は
、

無
料
の
物
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
物
に
つ

い
て
は
、
登
録
臼
よ
り
6
か
月
聞
は
そ

の
ま
ま
登
録
し
ま
す
。
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φ;t篇圏直に紹介しますので、すでに成約した物ret:ご了象ください。



憲法は明るい社会の道しるべ

5月1日から5月7日は憲法週間です。

• 

(主催者の都合により変更する場合があります)

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

ス
テ
ッ
カ
ー
ラ
リ
ー

••• 
上
田
市
か
ら
栃
木
県
宇
都
宮
市
ま

で
の
幻
各
市
町
村
を
、
ラ
リ
1
形
式

で
周
遊
す
る
「
第
6
回
日
本
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
街
道
ス
テ
ッ
カ
ー
ラ
リ
l
」

が
今
年
も
4
月
羽
目
的
か
ら
叩
月

m

日
制
ま
で
の
期
間
で
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
方
法
は
、
ラ
リ
!
帳

(無
料
)

に
各
市
町
村
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
購
入
(
印
円
)
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
る
も
の
。

完
走
者
の
中
か
ら
抽
選
で
い
ろ
い

ろ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
の

で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
観
光
課

(内
線
1

4
2
2
)
 

-二の丸ト2・g⑫0762
月日 催し 時間 入場方 問い合わせ

5/5 10:00 無料
青少年諜

者討
第24回こどもまつり @4100 

14 長野冬季オリンピック 12:00 無料
体育課

(日) 1000目前イベント ⑫4100 

セガワ
21 セガワバレエアカデミー

13:00 無料 バレエ
{日) 第28回定期発表会

⑫8703 

28 よ回染谷丘高校吹奏遺 14:00 無料 伽 435
{日) 班定期演奏会

市民会館

信
州
青
年
洋
上
セ
ミ

ナ
ー
の
「
参
加
団
員
」

••• 
世
代
や
国
境
を
越
え
た
友
情
を
育

み
な
が
ら
、
新
た
な
自
分
を
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

7
月
初
日
か
ら
8
月
5

日

ま

で

マ
訪

問

先

中
国
・
韓
国

マ
応
募
資
格
県
内
に
住
所
を
有

-材木町1-2-3・宮⑫0760

5/7 11:00 無料
千栄次会

(日)
三味線おさらい会 @7208 

講演「箆ちゃんの今宰
手づくり靴

10 16・30 無料 の夢ハウス。ω せでっか」 @4130 

28 
無料
上回岳心会

第28回岳心会大会 9:30 @4430 {日)

文化会館

-上田原1640・宮⑮1111
I I I上回ケープ

日本ケーブルテ ピ I1<A _I¥I¥ I ""'，，'，，' I I ROO I無料|ルビジョン
歌揺大賞信越大会 1 "，VV  1 ""'" 1" @í60~0 

館池山氾
か

官

加

加

出

す
る
者
で
、
お
お
む
ね
却
歳
以
上
鈎

歳
以
下
の
人

(
青
年
団
員
)
、
お
お

む
ね
印
歳
以
下
の
人

(壮
年
団
員
)

マ
参
加
負
担
金
四
万
円

(個
人

経
費
除
く
、
市
か
ら
一
人
に
つ
き
4

万
円
を
助
成
)
マ
由
・
し
込
み

5

月
M
日
附
ま
で
に
青
少
年
課
(
内
線

5
1
3
2
)

へ

応
急
処
置
を
習
お
う

日
赤
救
急
法
講
習
会

••• 
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
生
活
を
脅

か
し
て
い
る
、
病
気
・
け
が
・
交
通

事
故

・
災
害
な
ど
の
と
き
自
分
自
身

を
守
り
、
急
病
人
や
け
が
人
を
正
し

く
救
助
し
て
、
医
師
に
渡
す
ま
で
応

急
処
置
で
、
被
害
者
の
危
機
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
故
を
防
止
し
、
正
し
い
救
急
法

の
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
、
緊
急

時
に
必
要
な
処
置
が
で
き
る
よ
う
に

救
急
法
普
通
科
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
か
ら
新
た
な
講
習
内

容
と
な
り
、
蘇
生
法

(心
マ
ッ
サ
ー

ジ
〉
も
い
っ
し
ょ
に
行
い
、
講
習
日

も
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

マ
主
催

長
野
県
赤
十
字
救
護
隊

東
信
方
面
隊

マ
と
き

5
月
初
日

出
・
幻
日
間

-m日
間
の

3
日
間

(午
前
9
時

i
午
後
4
時
加
分
ま
で
)

マ
と
こ
ろ

上
田
市
福
祉
会
館

マ
講
師

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指

導
員

マ
定

員

初

人

(
先
着
順
)

マ
参
加
費
用

3
0
0
0
円

(教

本

・
教
材
貨

・
講
習
会
諸
費
)
第
一

日
目
に
ご
持
参
下
さ
い
マ
講
習
内

容

人

工
呼
吸
・
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

止
血
・
き
ず
の
手
当
て
・

一二角
布
の

使
用
法
な
ど

マ
資
格
認
定

全
課

程
を
終
了
し

「救
急
員」

の
資
格
を

得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

マ

申
し

込
み
方
法

5
月
間
日
同
ま
で
に
電

話
か
は
が
き
で
福
祉
課
(
内
線
1
6

0
6
)
へ。

思
い
や
り
と
助
け
合
い

「
赤
十
字
社
員
社
資
」

••• 
日
本
赤
十
字
社
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
に
お
け
る
義
援
金
の
募
集
や
救

護
活
動
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
各
種

災
害
に
対
応
す
る
救
護
や
血
液
、
医

療
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国

際
的
に
も
飢
餓
、
疾
病
へ
の
救
援
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
事
業
は
、
皆
様

方
の
善
意
に
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
く

社
資
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

治
会
の
役
員
さ
ん
や
赤
十
字
奉
仕
聞

が
、
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
上

田
市
地
区
(
福
祉
課
内
、
内
線
1
6

0
6
)
 

[g] 



[春の全国交通安全運動
5月11日(木)から 5月20日(土)
運転は心やさしく 身にベルト

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に

低
利
融
資
を
あ
っ
せ
ん 今年も交通災計共演の更新時期がやっ

てきました。diでは、 5月211付けで申
込書をお送りしましたので、この機会に

ご加入くださL、。

マ加入方法 ① 5 JJ 25 U (ttqまではn治
会で時lし込みができますので、会党(500
円)を添えてlj'し込みをしてくださL、。

②自治会で巾し込めなかった助介、生活

環境謀、各支所でも受け付けていますの

で、お気慨にどうぞ。③幼稚|刻、保育関、

小学校、中学校へ通っているお fさんに
は、各閣、学校から申込占をお送りしま

す。国や学校で，~，し込まれると会的は300

円です。

・加入が無料になる人

次のかたは、 rljが会費を負111しますの
で、申し込む必要はありません。①生活

保護を受けている人 ②身体隙存者(一、

二、三級)③療行手帳をお持ちの人④交

通・災害遺児 ⑤70歳以上(大 JE14年5
月31日以前の11:.まれ)の人
マ問い合わせ 生活環境課

済係

••• 
市
で
は
中
小
企
業
者
を
対
象
と
し

て
低
利
の
制
度
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し

て
い
ま
す
。

円
尚
や
不
況
の
膨
轄
で
運
転
資
金

が
必
要
な
か
た
や
設
備
資
金
が
必
要

な
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
商
工
謀

(内
線
1

4
0
3
)、
塩
田
商
工
会

(
岱
@

3

6
1
0
)、
川
両
向
℃

会

(
宮
@

2

0
3
3〉

.中小企業対象の融資

主な資金名 利率 貸付限度額
トーー

殻備 3000万円
中小企業資金 3.9% r-ーーーー

運転 2000万円

小規横企業事業資金 3.5% 設備・還転 500万円
ト一一

不況対策資金 3.0% 運転 2000万円
ト一一

III変11急対策資金 2.5% 運転 1200万円

中
小
企
業
経
営
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
/

••• 
中
小
委
掃
の
経
特
白
相
談
を
毎
且
行
っ

て
い
ま
す
。
相
談
に
は
、
長
野
県
経

営
能
率
協
会
の
中
小
企
業
診
断
士
が

あ
た
り
、
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

交通災害共

$この他にもありますのでご繍緩ください。

利
川
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
毎
月
刊
日
午
前
川
時
か

ら
午
後
3
時

ま

で

マ

と

こ

ろ

上

回
商
工
会

議

所

マ

相

談

内

容

経

営
問
題
全
般

(予
約
制
)

マ

問
い

合
わ
せ

t
m商
工
会
議
所
(
岱
⑫

4
5
0
0
)
 

市
町
村
合
併
特
例
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

••• 
市
町
村
合
併
を
円
前
に
進
め
る
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
住
民
が

一

定
の
耕
名
を
集
め
れ
ば
、
市
町
村
に

対
し
て
、
合
併
協
議
会
の
設
置
を
諮

求
で
き
る
直
接
請
求
制
度
が
新
た
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

マ
問
い
合
わ
せ
企
画
課
(
内
線
1

2
2
1
)
 

(10) 

善
窓
を
あ
り
が
と
う
ご
ぢ
い
ま
す
。

V
J
R
上
田
駅
社
員
一
問
機

m.力
円
社
会
福
祉
基
金
秘
立
金
と

し
て

マ
岩
清
水
農
産
物
直
売
所

一
同
糠

5
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
に

マ
金
沢
徳
喜
様

(
詰
清
水
)

3
万
円
社
会
福
祉
法
金
松
立
金
と

し
て

マ
第
河
田
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル
フ

大
会
(
主
管
:
上
回
ゴ
ル
フ
協
会
)
様

1
2
8
万
6
1
0
円
社
会
福
祉
基

金
積
立
金
と
し
て

マ
土
屋
経
一
邸
機

(点
郎
町
)

山
鹿
加
利
用
の
ち
り
と
り
4
8
0倒

市
内
小
中
学
校
へ

マ
市
村
福
江
様
(
新
田
〉

2
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と

し
て

マ
涯
辺
守
陸
様

(
岩
清
水
)

も
ち
米
初
旬
か
ぼ
ち
ゃ
叩
・
抑
制
惚
思

妓
へ

マ
大
井
ゆ
り
江
様

(
神
畑
)

5
万
円
観
光
事
業
ヘ

マ
杉
浦
喜
之
機
(
戸
倉
町
)

-
万
円
点
字
図
書
館
整
備
に

マ
上
島
和
子
機

(
下
常
田
)

点
下
阿

8
9冊
点
字
問
仙
台
館
ヘ

マ
アl
ト
サ
ロ
ン
美
々
機

絵
画

2
点
(
渡
部
等
氏
作
〉

マ
匿
名
1
0
0万
円
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

陶
芸
用
窯
の
買
い
符
え
資
金
に



• ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

〈

3
月
届
け
出
分
・叡
狐
絡
〉

西

沢

邦

術

ト

一

室

裂

回

上

原

動
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石

神
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川

毅

み

す

ず
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市

中
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伊

ト

パ

赤
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凶
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川
ミ
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川

'
f
M刷
川

内

令

斤

筏

山

川

鱒

川

内

村
山
喝
院
予
.
ト
と
郷
凶

作

紛

似

令

斤

ω

・

治

作

舵

命

汁

引

制
限
本
勝

f

鍛

治

則

訂

武
川
ひ
ょ
ぷ

卜

人

制

ド
u
b
A
f

日
1

4

h

吋

総

i

l

i

s

-

t
 

，
-m川
悦

L
人

以

防

本

日

レ

ン

新

尚

一

川

J
A
作
り
.
仙
川
刈
.
祈
以
内

-三

'
E・
g・
-O
L

舟

山

ト

r

H

w

d

，qd司
HH
ぃ.，.・・，.，勺吋

't'

・LH

似

桜

山

利

ド

小

山

ω

中
小
企
業
の
か
た
が
た
に
対
す
る
相

談
・
指
導
と
評
価
分
析
な
ど
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
事
業
団

情
報
技
術
部

(宮
0
3
1
5
4
7
0
1

1
5
2
0
)
 

特
定
フ
ロ
ン
・
ト
リ

ク
口
口
エ
タ
ン
対
策

••• 
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
で
あ
る
特
定

フ
ロ
ン

・
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
は
本

年
末
に
全
廃
と
な
り
ま
す
。
中
小
企

業
に
お
い
て
は
、
早
急
に
代
替
洗
浄

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
事
業
団
で
は
、
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
タ
ン
に
代
わ
る
洗
浄
剤
へ
の

転
換
、
洗
浄
方
法
を
検
討
し
て
い
る

訟

浦

フ

ジ

川

辺

町

水
野
正
維
紬
が
氏
北

九

山

川

上

小

山

同

本
本
久
治
郎

川

似

久
保
山
松
子
小
介
川

竹

内

光

江

北

前

川

池

凶

け

さ

じ

刷

士
口
原
マ
サ
ヨ
学
海
北

大

森

俊

男

悶

町

竹
花
い
ち
ょ
巾
・

川刷

佐

総

内

線

ド

小

品

H
K
必
だ
い

北
常
川

金
滞
さ
わ
子
山
。
h
治
水

山

間

と

き

よ

鈴

u

h
凡
h
H
r
f
h
t
f
M
m
H
U
H
H
，

d
l
i
p
-
i
l
n
 

内
久
似
や
そ
よ
仁
山
川

山

市

開

校

怖

が

任

戸
川
九
占
久
・
大
久
保

水
冷

M
M
…

北

市

川

小

阪

介

氷

点

的

山

己
事
γH
汁
日
川
.
十

μ
れ川
A
W
3
y
r

仁
山
川

…

鈴

木

附

.

卜
州
川
町
町

出
兵
・

f

仰
物
山

6
月
か
ら
手
数
料
が

一
部
改
定
さ
れ
ま
す

••• 
平
成
7
年
3
月
市
議
会
定
例
会
で
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利

仙
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御
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人

れ
似
M
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九
日
以

今
泉
オ
タ
ツ
怖
が
戸
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鈴
制
問
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れ
治
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小
板
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御

所
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仁
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町
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深
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M
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叫
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川
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M
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木
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仙
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沢
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秀
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掛
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氏
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氏
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郎
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池
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キ
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…
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ケ
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町
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慌

て

傑

氏
以
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川
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川
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げ

の
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F
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尼
崎
総
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郎

H

何
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加
桜
山
欣
次
郎
院
内

小
村
・
H
H
J
.

北

以

山

れ

そ

ト

介

院

内

来十
H
h
m
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F
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市
の
手
数
料
条
例
が
改
正
さ
れ
、
次

の
よ
う
に
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
。

改
定
は

6
月
1
日
か
ら
で
す
。

牢
住
民
票

l
通

3
0
0
円

*
印
鑑
登
録
証
明
書-
通

3
0
0
円

*
印
鑑
登
録
証
再
交
付
-
通

4
0
0
円

*
土
地
証
明
方

1
通

3
0・0
円

*
所
得
証
明
許

1
通

3
0
0
同

事
納
税
証
明
書

1
通

3
0
0円

*
そ
の
他
証
明
書

1
通
3
0
0
円

マ
問
い
合
わ
せ

市
民
諜
(
内
線
1

3
5
3
)
、
税
務
課

(内
線

1
2
9

1
)、
収
税
課
(
内
線
1
3
0
4
)

、j
・
表
紙
で
紹
介
し
た
、
北
隠
新
酔
幹
線

処

記
J

の
第

E
千
曲
川
帰
り
ょ
う
の
建
般
現

制

後

」
窃
を
取
材
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
工

g

f
s¥
周
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
、
主
浴

田
取
上
部
に
立
っ
と
、
そ
の
大
き
さ

・
高
さ
に
圧

倒
さ
れ
る
。
地
上
約

m
mの
高
さ
か
ら
見
る
祭

色
は
絡
別
。
日
ご
ろ
、
断
片
的
に
晃
て
い
る
新

総
線
の
矯
げ
た
工
事
も
、
こ
こ
か
ら
銚
め
る
と

一
本
の
太
い
道
と
な
り
、
上
田
駅
に
、
そ
し
て

太
郎
山
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
高
い
所
と
い
え
ば
、
よ
回
械
の
櫓

門
の
前
で
咲
き
誇
る
、
満
開
の
さ
く
ら
の
写
輿

を
煽
る
た
め
、
高
さ

m
mの
は
し
ご
事
に
も
乗

せ
て
も
ら
っ
た
。
官
問
所
恐
怖
症
で
は
な
い
が
、

真
下
を
見
る
と
足
が
す
く
ん
だ
。
(
た
な
か
) 手数料が一部改定に

マ
匿
名
電
動
空
き
缶
つ
ぶ
し
器
1
台

小
学
校
へ

マ
富
士
山
ゴ
ル
フ
友
の
会
様

山
万

2
0
0
0円
社

会

福

祉

基

金
積
立
金
と
し
て

マ
長
野
中
央
ホ
l
ム
様

-
林
編
み
物
学
校
様

5
万

8
9
2
0川
社

会

福

祉

基

金

樹
立
金
と
し
て

マ
長
野
県
連
合
青
果
樹
様

み

か

ん

印

箱

社

会

福

祉

施

設

ヘ

マ
中
之
条
・
御
所
商
工
振
興
会
様

6
万

7
8
7
5円
社

会

福

祉

基

金

積
立
金
と
し
て

マ
山
崎
一
平
様

(山
口
)

5
万

円

社

会

福

祉

基

金

積

立

金

と

し
て

マ
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
側
機

5
万

円

社

会

福
祉
北
金
積
立
金
と

し
て

マ
石
坂
土
地
建
物
棚
機

m万
円

社

会

福

祉

基

金

積

立

金

と

し
て

撞
尻

-
皆
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
部
屋
の
機
織
鵬
首
え
を

や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
好
き
な
か
た
は
、

気
分
伝
燦
や
季
節
の
変
わ
り
目
な
ど
に
、
よ
く

儀
後
嘗
え
を
さ
れ
る
の
で
は
。
自
分
は
と
う
だ

ろ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
「
寝
る
だ
け
」
と
化
し
て
い

る
部
屋
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
替
え
て
み
る
の
も
、

め
ん
ど
う
く
さ
い
し
・
・し
た
こ
と
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
少
し
た
つ
と
『
あ
れ
は
ど
こ
だ

っ
け
?
』
と
い
う
状
態
。
忘
れ
た
こ
ろ
に
出
で

き
た
り
で
、
あ
ま
り
懇
昧
を
な
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で

5
月
か
ら
、
市
の
組
織
が
一
部
変

更
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
市
役
所
の
庁
倉
内
の

配
置
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

中
に
は
、
戸
附
加
わ
れ
る
か
た
も
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
を
。
{
に
し
ざ
わ
}

.‘，
aa 

a
q
E
'
 

必
q
a
'[
 



ょうた

・竹内洋太くん
(1歳7力、月・千曲町)

『パイクが大好きです。パ
パのパイクに乗せてもらう
と、とてもご綴織ですJと、
偲のみゆきさん。

保健診tD
保健予防課(内線 1374)

.日本脳炎予防接種

b対象初凶 :平成3年4月から同4年 1月までの
|問に生まれたおチさん①追加:平成2年 4月から同3

年3月までの|剖に生まれ、平成6年中に初回接種しで

あるお子さん②平成2年4月以前に生まれ、初回・追

加が完了していないお子さん !>接種方法初回:1 
-2週間隔で O.5mlずつ2回接種、追加:初回接椅後、

約 l 年後に 0.5mlを 1 回接種 b受付時間午後 111~f

30分-2時20分 b持ち物母子健康手帳 b注意事
項 ①予診票が変わりましたので、当日会場で記入し

ていただきます。②体温も会場で測定してください。

③治療中の病試や経過をみていることがある場合には、

主治医に前もって相談し、診断書または意見書をもらっ

てください(当LI接栂医が参考にして接種の可否を決

めるので、盛種できない場合もあります)。④5月に
麻しん ・6月にポリオ ・風しんの予防接種を受けた幼

児は、 1か月間他の予防接種は受けられません。また

7月に行うツベルタリン反応検査・ BCG接種を受け
る幼児は、日本脳炎予防接種後1週間以上経過してか

ら接種してくださL、o !>その他 保健ごよみに予防

接種に関する詳しい説明が載っています。市役所 ・各

支所などにありますので、お持ちください。

.予防接種Q&A

固カにたくさん刺されると日本脳炎になりますか?

園 日本脳炎は、日本脳炎ウイルスを持った豚を刺し

たカが人を刺すことで感染します。日本全国どこでも

先生していますが、カにたくさん刺されたから白本脳

炎になるということはありません。

図日本脳炎予防接種で副反応は出ますか?

図 37.5度以上の発熱は、 100人に1人くらいの割合
で2日以内に比られます。また、発しんもでることも

ありますが、いずれの場合もワクチンが体の中で所勤

しているからなので、様子を見て問題ありませんo し

かし、高熱・けいれんなどが凡られた時は、主治医に

ご相談くださL、。

図昨年初回が1回しかできませんでした。初めから

やり車さないといけませんか?

B 1年経ってしまっても、やり前さずに今年2回受
ければ免疫がつくはずです。ただし、 1回目接種後数

年経過してしまうと効果は期待できなくなりますので、

やりなおしたほうが良いと忠います。

園田本脳炎予防接種目程表

会
t・ 実:純白

1図 2箇
対象地区

電車 光 会 o 
北部原柳{鍛町，吉・町・よ鍛，古町・4111|l 
原 下)11原柳町・~宕

(2絡会繊怠)
5(/火)9 5(/火)23 

宙T・上房山・下房山・山口・
仰町・上純度町)

JA信州うえだ中1I国支所 :lkll回.}]lf所地区
(旧鎌田良協会館〕

よ田市文化センタ ー
京都t泉町・上常国・中宮町田・

( 3階会鎗窓) 5/10 5 '24 下常包寸t常回・常入・材木
{氷〉 {水)

町、}

川密主士会得抱tセンター 川西地区

織衛公民館
線下〈小牧'l!~n~.三好町 ・

一一
1却斯・須)11・中之条)

5/11 5{木/}25 
神科〈伊事寺山・富士見台・住吉

上 野が丘公民館
(木) が丘.:ta山・神科新星・野竹)

量n(~ ・大日本・A入・ 1E之
上・小3宇宙・中吉田・町吉田・

ひかリ・桜台

中央【崎町・高野町・原町・袋

市保健センター 5/16 5/30 
町・馬穐町・田町・丸郷町・

本町・北大手下
(火} (火} !I尻〈秋和・上海尻・下I1尻)

111 辺町会館 川辺〈よ田原・川辺町)

一銀 光 会 館 北部{新a)
(2備会繊窟)

5/17 5/31 

子申川土曜区公民館
(水} {水} 酬は~・岩下 ・ 下青木 ・み

すず合商・みすず台北・よ

青木3
否認{下紺屋町・録原・窃S¥.

西部公民館
新匂.1曹訪部・生起~ .常電B町・

緑が丘・新度・緑が丘北・級

5/'9 6(/会)2 
が丘西・嫁:11:)

{金} 神科t否野竹・笹井・JIII覗・き

上野が丘公民館
量駁(下吉田・4本之郷・下型r.
岩濁水・矢沢・赤綬・ぷ戸}

川辺町会館
川辺t上田原・川辺町を~tO

6/13 6/27 泉田

JA信(18州4巨う図え農だ他中会糧館問〉支所
(火} (火) 中糧問(i1:i毎~t・八Itを除 o

F明郎{筒天神町・』豊平・北天4申

市保健センター
曹T・松尾町・属医町・本町・

6{/水〉14 6/水)28l 大手町・末広町、
(*) *$  ，7音入

一 神111(梅が丘・久保綜..坪・事事川|地区公民館
よ沢・国分・下堀・よ緩)

織禽公民館
城下{干泊町・中村・朝日ヶ

6{/木〉15 6{/木)29 
丘}

上野が丘公炭鉱
神科ぞ染窪・宣ej.尺・金井・大久
i宰・長島・金制令)

JA信州うえだ中海宙望!:il再 6/20 7/4 中11回(学選~t .八舞〉
{旧竃田良也会館} {火} (火) ~~星回
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国民健康

保険税

固定資産税

(都市計画税)
納期限

5月31日(*)

6月30日働

7月31日(月)

8月31日側

10月2日

10月31日

11月30日嗣

12月25日

1月31日附

2月29日側

4月 1日(月)

4 

5 

期
一
期
一
期
一
期
一
期
一
期
一
期
一
期
一
期

8 

2 

3 

軽自動車税

全期

市県民税

期

期

期

2 

3 

期

期2 

6 期3 

7 期4 

期4 

同
一
四
一
同
一
明
一
時
一
同
一
附
一
明
一
明
一
川
一
明
一
明 9 

※納期限を過ぎますと督促手数料が、また、税額によっては高利な延滞

金も加算されることがありますのでご注意ください。

※市税の納付を取り扱う場所は、次の金融機関等の市内本庖・支庖・出

張所です0

・八十ニ銀行・さくら銀行・長野銀行・上回信用金庫・長野県信用組合

.上田商工信用組合・信州うえだ農業協同組合・長野県労働金庫

(口座振替の預金口座は、上記金融機関の全国の支庖のものがご利用

できます)



-納・税・ア・ラ・カ・ル・卜・

よ|町は産業の活脱、社会福祉の充実、教育文化の

向上など将来に向かつて活気に満ちたまちづくりや、皆さん

一人ひとりが快適ですみやすい、心がふれ合うまちづくりを

進めています。また、高速交通網関連の大型事業も各所で進

められています。

このような仕事をするためには多くのお金がかかります。

パ その主要な財源となるものがわたしたちの納める市税です。

市|税を滞納したままでいますと、不動産、電話加入権、

預貯金あるいは給料の差し押さえなどの、滞納処分を受ける

ことになりますのでご注意くださし、。

市|税の滞納は、納税者の社会生協ことっても利I肱な

るばかりでなく、市も滞納整理に費用をかけることになりま

す。この費用も、本来は市民の皆さんの福祉、教育、土木事

業などに使われるべき、貴重な市税から支出されることにな

ります。

よ|田市仰い未来をつくる以市税の納期内納入に

ご協力をお願いします。

不(幸にして火災、風水害などの災害や盗難の被害にあわ

れたり、生活扶助を受けられるなど特別な事情がある場合に

は、納める時期を遅らせたり、分割して納めやすくできるこ

とがありますので、このような場合は早めにご相談ください。

例税者が死亡した場合は、その相続人が納税の義務も受

け継ぐこととなります。

経'|続検査(車検)が必要な軽自動車をお持ちのかたは、

「軽自動車税納税証明書(車検用)J部分をなくさないように

してください。

納|税証明書、所得証明書、資産証明書などの請おこは印

鑑が必要です。

※税金についてのご相談・お問い合わせは…

税 自 課税内容等 納付方法等

市県民税
税務課 収税課

軽自動車税
内線1281--1286 内線1301--1305

国定資産税
内線1291--1297

都市計画税

国民健康保険税 国保年金課内線1362、1367、1368

※納税については、『テレホンガイドうえだ』でもお知らせしていますのでご利用くださL、。

(ft 2 5 -8 8 8 8・サービスコード 270--279)
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